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2006年度 （1位 回 答） 2007年度（1位 回答） 2008年度（1位 回答）
回 答 数　 割 合 （％） 回 答 数　 割 合 （％） 回 答 数　 割 合 （％）
全 回 答者 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ェクト資 金 42　　 18 ．6 35　　 16．1 34　　 15．4
2 ：各 省 な どに よる公 募 型 研 究 費 15　　　 6．6 12　　　 5 ．5 14　　　 6 ．3
3 ：研 究 者 の 自由 な発 想 に よる公 募 型 研 究 費 105　　 4 6．5 109　　　 50．0 97　　　 43 ．9
4 ：基 盤 的 経 費 に よる研 究 資 金 57　　　 2 5．2 57　　　 26．1 71　　 32．1
5 ：民 間 か らの 研 究 資 金 7　　　 3．1 5　　　 2．3 5　　　 2．3
大 学 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジェクト資 金 13　　　 9．5 6　　　 4．8 12　　　 8．6
2 ：各 省 な どによる公 募 型 研 究 費 8　　　 5．8 5　　　 4 ．0 5　　　 3 ．6
3 ：研 究 者 の 自由 な発 想 に よる公 募 型 研 究 費 72　　 5 2．6 73　　　 57 ．9 73　　　 52 ．1
4 ：基 盤 的 経 費 に よる研 究 資 金 40　　　 2 9．2 40　　　 3 1．7 48　　　 34 ．3
5 ：民 間 か らの研 究 資 金 4　　　 2．9 2　　　 1．6 2　　　 1．4
公 的 研 究機 関 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジェクト資 金 6　　 2 0．0 7　　　 2 1．9 3　　 12 ．5
2 ：各 省 な どによる公 募 型 研 究 費 4　　 13．3 4　　 12．5 3　　 12．5
3 ：研 究 者 の 自由 な発 想 に よる公 募 型 研 究 費 12　　 4 0．0 9　　 28 ．1 7　　　 29 ．2
4 ：基 盤 的 経 費 による研 究 資 金 8　　　 2 6．7 12　　　 37 ．5 11　　 45 ．8
5 ：民 間 か らの研 究 資 金 0　　　 0．0 0　　　 0 ．0 0　　　 0 ．0
民 間 企 業 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジェクト資 金 22　　　 4 3．1 20　　　 4 1．7 15　　　 34．9
2 ：各 省 な どによる公 募 型 研 究 費 3　　　 5．9 2　　　 4．2 4　　　 9．3
3 ：研 究 者 の 自 由な 発 想 による公 募 型 研 究 費 16　　 3 1．4 20　　 4 1．7 13　　　 30 ．2
4 ：基 盤 的 経 費 に よる研 究 資 金 7　　 13．7 4　　　 8．3 8　　 18 ．6











この点について、定量的 に確認する為、間 1と間 2 のクロス分析を試行的に行った。
図表 4 はクロス分析の結果である。間 2 において基盤的経費による研究資金の拡充の必要が高い
とした回答者は 51 名である。その内の 1 割を超える回答者が、前回調査から間 1 の評価を下げてい
る。他の項 目を1位 とした回答者 においては、評価を上げた回答者と下げた回答者の数 はほぼ同数で
ある。
大学や公的研究機 関が世界トップレベルの成果を生み 出すた桝 こは基盤的経費の拡充の必要度






憲 1：政府主導の国家プロジェクト資金　　　　　 1　　 23　　　 0
詣 2：各省などによる公募型研究費　　　　　　 0　　　 8　　　 0
睾雲 3‥研究者の自由な発想による公募型研究費　　　 3　　 62　　 3
二上
鱒　 4＝基盤的経費による研究資金　　　　　　　　 7　　　 43　　　 1
還　 5：民間からの研究資金　　　　　　　　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0


















我が国 における知 的基盤 の状況 （数
量、晶質 ・精 度 、サービス体 制 、使 い
勝 手 、等）は充 分 と思 いますか。
恒
［




















我 が国 における研 究情 報 基盤 の状 況
（スペック、サポー ト体 制 、使 い勝 手 、



















































現在 の大 学や 公 的研 究機 関 の研 究
の施 設 ・設備 の 程度 は、優れ た人 材
の育 成や 創造 的 ・先端 的な研 究 開発



























現在 の大学や 公 的研 究機 関 の研 究
の施 設 ・設備 の 程度 は、優 れた人材












臣 を行 うの に充 分 と思います か。（公 的








現在 の大学や 公 的研 究機 関 の研 究
の施 設 ・設 備 の程度 は、優 れた人材
































































汎 ナ机 輸 ー
主53～肩　55も
56％思 捷 温 血












































指 数 評価 を変 更した回 答者 分布（第2 回と第3 回の比 較）









あ な た は 、研 究 や 開 発 に 関 わ る職 業
が 高 校 生 や 大 学 生 に とっ て 魅 力 あ る











































































指数 評価 を変更 した回答者分 布（第 2回 と第 3回の比較 ）





























臣 持 つ 人 材 が 、博 士 課 程 後 期 を 目 指 し


















望 ま しい 能 力 を 持 っ 人 材 が 博 士 課 程
後 期 を 目指 す た め の 環 境 の 整 備 （例
え ば 、博 士 課 程 後 期 在 学 者 へ の 経 済 l
的 支 援 、課 程 終 了 後 の キ ャ リア 形 成 l
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博 士 号 取 得 者 が ア カ デ ミックな 研 究
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指数 評価 を変 更した回答 者分 布（第2回と第 3回の 比較 ）
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我 が 国 の 若 手 研 究 者 や ポ ス トドクタ ー ：




























l我 が 国 の 研 究 者 集 団 に お け る 若 手 研 ：
究 者 の 研 究 活 動 の 水 準 は 充 分 に 高




























































































































































































































































































問 間 内 容
指 数
評 価 を 変 更 し た 回 答 者 分 布
（第 2 回 と第 3 回 の 比 較 ）












我 が 国 の 研 究 者 集 団 に お い て 女 性
研 究 者 は 充 分 に 活 躍 で き て い る と 思

































我 が 国 に お い て 、 女 性 研 究 者 が 活 躍
す る た め の 環 境 の 改 善 や 、採 用 ・昇
進 等 の 人 事 シ ス テ ム の 工 夫 は 充 分 と





















我 が 国 に お い て 、 女 性 研 究 者 が 活 躍
す る た め の 環 境 の 改 善 や 、 採 用 ・昇
進 等 の 人 事 シ ス テ ム の 工 夫 は 充 分 と
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指数 評価 を変 更した回答 者 分布（第2回と第 3回の比 較）












大 学 や 公 的 研 究 機 関 で は 、海 外 の 優
秀 な 外 国 籍 研 究 者 の 獲 得 活 動 は 積





























大 学 や 公 的 研 究 機 関 で は 、海 外 の 優
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もつ
N臣 極 的 に イ丁わ れ て い ま す か 。 （公 的 研









大 学 や 公 的 研 究 機 関 で は 、海 外 の 優


























大 学 や 公 的 研 究 機 関 で は 、海 外 の 優
秀 な 外 国 籍 研 究 者 を 獲 得 す る た め の
受 け 入 れ 体 制 は 充 分 に 整 っ て い る と






















大 学 や 公 的 研 究 機 関 に お け る 、海 外
か ら獲 得 した 優 秀 な 外 国 籍 研 究 者 の































大 学 や 公 的 研 究 機 関 に お け る 、海 外
か ら獲 得 した 優 秀 な 外 国 籍 研 究 者 の








































渦 線 ‾　‾素′ノ ミー信義・、．‾竜胆 票、へがMObh－涼崇き芸1・よJJな
脚 弊
誌ご澗 7′禁　 7 ，。。 票 瀾





2プ蟄 豊 書 聖 禦 2鵬
童来 1
廟 ．芝 ？彗 藩 昔 薔 瀾 一題
話だ削 禦 嘲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 箭Pつみp c





















































































































































指数 評価 を変更 した回答 者分布（第2 回と第 3回の 比較）

























































































































。　 子及びム ・研 ヲ石　　 1E　　 の IL　性 l





あ な た は 、現 在 の 分 野 間 （例 え ば 、情 報
通 信 分 野 → ライフサ イエ ンス 分 野 、素 粒
子 物 理 学 分 野 → 化 学 分 野 等 ）の 人 材 流
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指 数 評価 を変更 した回 答者 分布（第2 回と第3 回の比 較）
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境 （研 究 資 金 、研 究 ス ペ ー ス 、研 究 支
援 者 ）は 、充 分 に 整 っ て い る と思 い ま
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境 （研 究 資 金 、研 究 ス ペ ー ス 、研 究 支






















































間 間 内 容
指 数
評 価 を 変 更 した 回 答 者 分 布
（第 2 回 と第 3 回 の 比 較 ）












科 学 研 究 費 補 助 金 制 度 に お い て は 、
応 募 課 題 に 対 し て 公 正 で 透 明 性 の 高
い 審 査 （審 査 体 制 の 整 備 、 審 査 結 果
の 詳 細 な 開 示 等 ）が 行 わ れ て い る と 思















科 学 研 究 費 補 助 金 制 度 （特 別 推 進 研 究 、特 定 領 域
研 究 、基 盤 研 究 （S ）、学 術 創 成 研 究 費 に つ い て 評 価
が 行 わ れ て い る）に お け る 中 間 及 び 事 後 評 価 （評 価

















d度 等 を 評 価 ）の 仕 組 み は 、優 れ た 研 究 の 更 な る発 展






科 学 研 究 費 補 助 金 制 度 に お け る 研 究
費 の 使 い や す さ （例 え ば 入 金 の 時
期 、 研 究 費 の 年 度 間 繰 越 等 ）の 程 度









































































































































評価 を変 更した回答者 分布
（第 2回と第 3回の比 較）































競 争 的 資 金 の 配 分 機 関 に プ ログ ラ ム ・
オ フ ィサ ー （P O ）・プ ログ ラム ・デ ィレ ク
タ ー （P D ）制 度 が 導 入 され 、定 着 しつ
つ あ りま す が 、P O ・P D 制 度 は 充 分 に





































りやその徹底 研究機 関の責任の明確化等を進 める 査ヽ 「蓼



























管 理 ・監 査 体 制 や 、公 正 で 透 明 な 資
金 管 理 体 制 が 充 分 に 整 備 され て い る














































































評価 を変更 した回答 者分 布
（第2回と第 3回の比 較）











大 学 や 公 的 研 究 機 関 の 研 究 開 発 評
価 は 、研 究 者 の イ ン セ ン テ ィブ を 高 め
る ような 機 能 を 充 分 に 発 揮 して い る と

























現 在 の 研 究 開 発 評 価 の シ ス テ ム は 、









C′つ臣 連 続 性 と一 貫 性 を保 ち 、全 体 とし て 充
分 に 効 果 的 ・効 率 的 に 運 営 され て い










































指 数 評価 を変更 した回答 者 分布（第2回 と第3回 の比 較 ）
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⊂ン寸臣
我 が 国 の 基 礎 研 究 に つ い て 、国 際 的
に 突 出 した 成 果 が 充 分 に 生 み 出 され















我 が 国 の 研 究 者 集 団 に お い て 、成 果
活 用 の 観 点 か ら 、自 由 発 想 型 研 究 の
成 果 を 次 の 段 階 へ 繋 げ る 活 動 は 活 発
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N寸臣
我 が 国 の 研 究 費 制 度 に つ い て 、基 礎
研 究 か ら実 用 化 研 究 ま で 、個 々 の 制
度 や 機 関 を超 え て 切 れ 目 な くつ な ぐ
























権ミ 7 126 11 0．13 0．03
ぐつ寸臣
基 礎 研 究 を は じ め とす る我 が 国 の 研
究 開 発 の 成 果 は イ ノベ ー シ ョン に 充












































指 数 評 価 を変 更した回答者 分布（第2回 と第3回の 比較 ）








































我 が 国 の 研 究 者 は 、分 野 連 携 や 新 た 霊
な 融 合 領 域 の 創 出 に 積 極 的 で あ る と　 塑



























　 」融 合 領 域 の 創 出 に 関 す る研 究 者 の 活
動 に 対 して 、積 極 的 に 支 援 して い る と







































lト ∵ 0・01研 究 開 発 の 推 進 に お い て 、人 文 ・社 （ 独酌十‡十 磯十6
］
Lrつくつ臣
会 科 学 と 自 然 科 学 の 知 の 統 合 の 現 状














社 会 的 ・経 済 的 価 値 の 創 出 を 目 指 す








ヽ会 科 学 と 自 然 科 学 の 知 の 統 合 の 現 状








五里 1考 え で しょうか 。 （今 後 の 必 要 性 に つ ；


































































間 間 内 容
指 数 評 価 を 変 更 した 回 答 者 分 布（第 2 回 と第 3 回 の 比 較 ）












民 間 企 業 は 、大 学 や 公 的 研 究 機 関 に
対 し て 民 間 企 業 が 抱 え て い る 技 術 的
課 題 を 充 分 に 発 信 し て い る と 思 い ま












民 間 企 業 は 、大 学 や 公 的 研 究 機 関 に
対 し て 民 間 企 業 が 抱 え て い る 技 術 的
課 題 を 充 分 に 発 信 し て い る と 思 い ま

































大 学 や 公 的 研 究 機 関 は 、民 間 企 業 が
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CD臣
抱 え て し る 技 術 的 課 題 に 関 心 を　 っ








大 学 や 公 的 研 究 機 関 は 、民 間 企 業 が
抱 え て い る 技 術 的 課 題 に 関 心 を 持 っ



















問 問 内 容
指 数 評 価 を変 更 した 回 答 者 分 布（第 2回 と第 3回 の 比 較 ）



















霧駁猥笹ん だ り、相 互 の 知 的 刺 激 の 量 が 増 し















産 学 官 の 共 同 研 究 に あ た っ て 、知 的
財 産 に 関 わ る 運 用 （不 実 施 補 償 な ど ）






























産 学 連 携 の 高 ま りは 、 大 学 に お け る
研 究 開 発 活 動 及 び 教 育 活 動 に 対 し て














臣 も 悪 い 効 果 が あ る と思 い ま す か 。 （研









産 学 連 携 の 高 ま りは 、 大 学 に お け る



















良 い 効 果 が あ る と 心 い ま す か 、そ れ と　 ′
も 悪 い 効 果 が あ る と 思 い ま す か 。 （教 庵
育 活 動 ）
日 録 顎 ′ 10．17
咄 ：





日本 の民 間 企 業 の 共同 研 究 等 の相 手として、日本 の ！
大 学 と米国 の 大 学 とで技 術 課 題の 解 決 能 力 、また、
成 果 の取 り扱 いを含 む 契 約 の締 結 ・実施 の 実務 能 力
を比 べ るとい かが です か。 （技 術 課 題 の解 決 能 力 に












































2 94 8 0．10
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成 果 の取 り扱 いを 己む 契 約 の締 結 ・実施 の 実務 能 力













































































































間 間 内 容
指 数 評 価 を 変 更 した 回 答 者 分 布
（第 2 回 と第 3回 の 比 較 ）










大 学は 「地域 再 生 の核 の一 つ として 地域 にとって ：
慧匙ム0ごd 5 霊
，単！畢







として地 域全 体 の 発 展 に一 層 寄 与す ること」が期 待 さ
れ て います。地 域 の 知の拠 点としての 大 学 は 、それ
ぞ れ の 地域 が抱 え ている課題 解 決 のた めに 、地 域
ニ ーズ に即 した研 究や 科 学 技 術 人材 育 成 に積 極 的














大 学 は、「地域 再 生 の核 の一 つ として、地域 にとって
重 要な知 的 ・人 的 資源 であ り、地 域 に 開か れ た存在
として地 域全 体 の 発 展 に一 層 寄 与す ること」が期 待 さ
れ ています。地 域 の 知の拠 点として の大 学 は 、それ
ぞれ の 地域 が抱 えている課題 解 決 の ために 、地域
ニーズ に即 した研 究 や科 学 技 術 人材 育 成 に積 極 的
に取 り組 ん でい ると思 います か。 （地域 ニ ーズ に即 し

























地 域 に 着 目 し た 国 ま た は 地 方 自 治 体
に お け る 現 在 の 科 学 技 術 施 策 は 、地
域 の 知 の 拠 点 とし て の 大 学 を 充 分 に


























































間 問 内 容
指 数 評 価 を 変 更 した 回 答 者 分 布（第 2回 と第 3回 の 比 較 ）
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10　 慧 莞
（A ）
O l ＋































つ　　　 ′ 濁 深遠
1私益憲院 狩。h　亀て 、充 分 に 刀 か りや す く説 明 し て い る と
































技 術 政 策 の 内 容 や 政 策 の 結 果 と し て
予 想 さ れ る 効 果 と限 界 等 に つ い て 、





国 や 研 究 者 コ ミュ ニ テ ィ ー （各 学 会
等 ）は 、科 学 技 術 に 関 連 す る 倫 理 的 ・
法 的 ・社 会 的 課 題 に つ い て 充 分 に 対





































































































































































































2 0 0 5 年 度 、2 0 0 6 年 度 の 文 部 科 学 大 臣 表 彰 受 賞 の 企 業 研 究 者
トップ リサ ー チ ャー 調 査 に お け る 企 業 関 係 者
④
2 0 0 5 年 度 、2 0 0 6 年 度 の 猿 橋 賞 受 賞 者
2 0 0 5 年 度 、2 0 0 6 年 度 の 日 本 女 性 科 学 者 の 会 奨 励 賞 受 賞 者






























































































































































































－0．23 7 142 8 0．1 0．01
大 学
尋 二 凍 密
－0．24 3 88 40．07 0．01
公 的研 究機 関 ：二i嘉 三
l　　　 董 書I
－0．36 1 20 2 0．13 0．04
民 間企 業
l　　　　l　　　　l　　　　l
ニ 意 主 立 脚 6）
t　　　　l　　　 l　　　 l







































分 析 手 法 特 徴 留 意 点 閥値
指数の差
評価 を変更した回答者 の数 、変更の大き
さ（何段 階 評価 を上 げたのか 、下 げたの
か）の両方を含んだ情報が得られる。
少数 の回答者 が評価 を大きく変 えた際 に、
全体 の指数変化 に影響す る場合 がある（例
えば回答者が 5 人で、1 人が評価を 5 段階
下げ、4 人が評価 を 1 段階上げた場合、評
価を上 げた人数 が多い にも関わらず 、指 数







評 価 を上 げた回 答者 数 と下げた回 答者 評価の変更の大 きさについては考慮 してい
数 を比 較して、どちらがどの程 度多 いの ないので、評価 を大きく変 えた回答者 の意 が0．1以
かの情 報が得られる。 識が結果 に反映されない。 上
0．2 以上
（A ＋C ）





ある問いについ ては、回答者 グル ープごと




































































指 数 評 価を変 更 した回 答者 分 布（2 00 7と200 8の 比較 ）
0　　 1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　 10　　　 指 数 差（A ）






























－0 ．32 1 2 9 6 5 0 ．1 5 －0 ．0 6










－1 ．3 3 2 2 2 0 ．1 9 －0 ．0 4
民 間 企 業
I　　　　　l
・ l ・■・　 1
・ ・l ・●11　 1 ・4．
‘b ’ l ．4 ㌢（45）l　　 l
l　　　　　　l細 雪
l　　 l



































回 答 者 分 類 選 択 肢
指 数
0　　　　　　　　 1　　　　　　　　 2　　　　　　　　　 3
全 回 答











2 ：各 省 な ど に よる公 募 型 研 究 費 l ご21］
l
l
3 ：研 究 者 の 自 由 な 発 想 に よる公 募 型 研 究 費




ま　　　　　　　　　　 ま　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　 l
4 ：基 盤 的 経 費 による研 究 資 金 ノU］］
I
5 ：民 間 か らの 研 究 資 金
E攣
l　 i








3 ：研 究 者 の 自 由 な発 想 に よる公 募 型 研 究 費 くりカニ，ハ］］
l
1　　　　　　　　 －　　　　　　　　 l














公 的 研 究 機 関 l










－3 ：研 究 者 の 自 由 な発 想 に よる公 募 型 研 究 費 l
4 ・基 盤 的 経 費 による研 究 資 金
l





：1 ：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ェクト資 金
l l



















2006年 度 （1位 回 答 ）
回 答 数　 割 合 （％）
2007年 度 （1位 回 答 ）
回 答 数　 割 合 伽 ）
2008年 度 （1位 回 答 ）
回 答 数　 割 合 （％月
全 回 答 者 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ュク ト資 金 42　　 18 ．6 35　　 16．1 34　　 15．4
2：各 省 な ど に よる 公 募 型 研 究 費 15　　　 6 ．6 12　　　 5．5 14　　　 6．3
3：研 究 者 の 自 由 な 発 想 に よる 公 募 型 研 究 費 105　　　 46．5 10 9　　 50．0 9 7　　　 4 3．9
4 ：基 盤 的 経 費 に よ る研 究 資 金 57　　　 25．2 5 7　　　 2 6．1 7 1　　 32．1
5：民 間 か らの 研 究 資 金 7　　　 3 ．1 5　　　 2．3 5　　　 2．3
大 学 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ェク ト資 金 13　　　 9 ．5 6　　　 4．8 12　　　 8．6
2：各 省 な ど に よる 公 募 型 研 究 費 8　　　 5．8 5　　　 4．0 5　　　 3．6
3：研 究 者 の 自 由 な 発 想 に よる 公 募 型 研 究 費 72　　 52 ．6 73　　　 57．9 73　　　 52．1
4 ：基 盤 的 経 費 に よ る研 究 資 金 40　　　 29．2 40　　　 3 1．7 48　　　 3 4．3
5：民 間 か らの 研 究 資 金 4　　　 2．9 2　　　 1．6 2　　　 1．4
公 的 研 究 機 関 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ェ ク ト資 金 6　　　 20．0 7　　　 2 1．9 3　　 12．5
2 ：各 省 な ど に よる 公 募 型 研 究 費 4　　 13．3 4　　 12．5 3　　 12．5
3：研 究 者 の 自 由 な 発 想 に よる公 募 型 研 究 費 12　　　 40．0 9　　　 2 8．1 7　　　 2 9．2
4 ：基 盤 的 経 費 に よ る研 究 資 金 8　　　 26．7 12　　　 37．5 11　　 4 5．8
5 ：民 間 か らの 研 究 資 金 0　　　 0．0 0　　　 0 ．0 0　　　 0．0
民 間 企 業 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ェ クト資 金 22　　　 43．1 20　　　 4 1．7 15　　　 3 4．9
2 ：各 省 な ど に よる公 募 型 研 究 費 3　　　 5．9 2　　　 4 ．2 4　　　 9．3
3 ：研 究 者 の 自 由 な 発 想 に よる公 募 型 研 究 費 16　　　 3 1．4 20　　　 4 1．7 13　　　 3 0．2
4 ：基 盤 的 経 費 に よ る研 究 資 金 7　　 13．7 4　　　 8 ．3 8　　 18．6
5 ニ民 間 か ら の 研 究 資 金 3　　　 5．9 2　　　 4 ．2 3　　　 7．0
（2（氾7年度調査から意見を変えた理由）
200 7年 度 2 00 8年 度 l　　　　　　 理 由
第1位 第2位 第3位 第1位 第2位 第3位
3 1 2 3 2 4 1をお ろした の は、金 額 の 規模 に 比べ て決 定 的 なプ ロセスが 不 明 なた め。
3 2 1 3 1 2第 2位 と第 3 位 を入 れ 替 えました 。国プ ロの 重 要 性 を強 く感 じるようになって います。
1 2 5 1 3 5基 礎 研 究 ば なれ が 心 配 である。将 来 へ の投 資 として 3をあげ た。
2 1 3 2 3 1政 府 主 導 プロジ ェクトに手 間 が か かりす ぎて お り、方 向性 に問 題 を感 じてい るため
4 3 4 3 1
基 盤 （4 ）を整 備 した上 での競 争 （3 ）というの が 基 本 姿 勢 。iPS細 胞 の ように、必 要 が 認 め ら
れ れ ば 、（1 ）もあり。
5 3 2 3 4 2法 人 化 以 降 、機 関 全 体 の基 盤 的経 費 が不 足 して いるた め。
4 1 3 4 1 3バ ランスの 問 題 であ るが 、す べ て の研 究 の土 台 となる4 ．が極 端 に減 って きてい る。公 募 型で トップ レベ ル が 生 まれ るというのは 、illusionで ある。見 直 す 必 要 が ある。
1 3 5 2 1 3非 公 募 型 プ ロジェクトは減 少 してい る。国家 プ ロジェクトを真 に考 えてい るか 不 明 確 。
1 4 1 2 運 営 費 交付 金 の減 などは 大 学 の運 営 を困難 にす る。
3 1 4 1 4 3国 の資 金 投 与 拡 充 が重 要
2 3 1 3 2 1研 究者 の 自 由な発 想 に対 して の資 金 が 十 分 で ないような気 が す る
3 1 4 3 4 2
国 家プ ロジェクト資 金 の成 果 は投 入 額 にふ さわ しい 成 果 が 出て い るか どうか や や 疑 問 があ
る。
3 1 4 3 2 4政 府 主 導 の 国家 プ ロジェクトへ の信 頼 性 の 欠 如
2 1 3 2 3 4基 盤 的 経 費 の減 少 により、大 学 ・研 究機 関 の体 力 の衰 えが 目 に付 くようにな ったか ら
1 3 5 2 5 1
政 府 主 導 の 国家 プ ロジェクト資 金 の 成 果 が 見 え にくい。貴 争 資 金 や 民 間 資 金 の拡 充 が 成
果 につ な がりや す い。
1 3 5 1 2 5実 用 化 に重 点 をお い た プ ロジェクト推 進 を 中心 にす る時期 に来 て いると思 われ るの で 、3の 順位 を下 げ 2を優 先 した
問02
66
2007年度 2008年度 I　　　　　　 理 由






1　　 5　　 2 1 5　　 3各省等のプロジェクトに合致した公募型研究よりも、研究者の自由な発想による公募型研究のほうが研究者の研究の継続とモチベーションアップにつながると思うから。
3 ，4 1 4
l
3 1 1大学への運営交付金が年に1％減に加えて、伝票外の人件費減1％が行われ、さらに2％程度の予算減が計画されている。




3　　 4　　 1 3 4 2公募が原則。非公募も必要。
3 ！4　　 5 3 4 ！2 インフレ率上昇に十分対応した政府支出が必要。
3 ；4 l 2 3 4 l 5民間の財団等による研究資金が増えるような政策が必要。






1 1 3　　 5 4 3 1 1運営交付金の大幅削減による研究の滞りを実感するため。
3 1　　 4 1 3 4JSTなどを見ていると、トップレベルの成果のためには大型の国家プロジェクト資金の必要性を一層感じてきたので。





4 ，5　　 1 民間資金は期待できないため。
⊥ l 4　 3 1　 3 ；
＿　」　　　　＿
4 独創性のある研究成果の必要性を感じるようになったため。
3 1 1 5 3　　 1　　 2民間企業の景気は思わしくなく、期待できない




























3　　 4 5 3 5 4
実用化に向けた技術や特許等のノウハウを有する民間企業の研究資金を増やすことも重
要。
1 1 3 2 3 1！2 発想を重視すべき。
3　　 4 2 3 2 ：5 産学官の研究を活性化するため
1 ！5 3 3 1　　 51から外れた分野が取り残されているので
3 ！2 1 4 3 ，l 各教室の研究費が増えても、大学の全体の設備の充実はないので。
3 2 1 2 3　　 1 研究資金と競争的資金という観点で変更しました。
3
l
［4 2 4 3 1 2l
1～3は、同じ研究室に落ちているように見える。4は、長い目で見て将来のトップレベルを
産む種の育成に重要。本当の基礎研究のた桝 こ最も重要と考える。
3 1 4 3 2 4公募型により研究意欲が高まると考えられる
3 ［4 5 3 4 1国家プロジェクトも一定の効果がある。

























































































































































































指 数 評価 を変更 した 回答 者 分 布 （2 007 と2 008 の比 較 ）
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指数 評価 を変更 した 回答 者 分布 （2 007 と2 00 8の比 較 ）
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指数 評価 を変 更した 回答 者 分 布（2 007 と2 00 8の 比較 ）




















－0 ．0 9 10 16 4 16 0 ．14 0 ．0 3
大 学 ・●・
・0 1
－0 ．1 5 10 10 2　　 10 0 ．16 0
公 的 研 究 機 関
子 吉 ・★i 巨 密
－0 ．4 2 0 19 2 0 ．1 0 ．1



















0 ．18 0 3 3
】















































0．04 12 145 17 0．17 0．03
l　　 l　　 l　　 l　　 l
・i つ つ ．：湖 等1 －0．06 10
1
94 11 0．18 0．0 1
公 的研 究 機 関
甘 局 離 0）
－0．44 16 2 0．16 0．05































指数 評価 を変更 した 回答 者 分布 （20 07 と20 08 の比 較）
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指 数 評価 を変更 した回 答 者分 布 （2007と2008の比 較）
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指数 評価 を変 更 した回答 者 分布 （20 07 と2 00 8の 比較 ）
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指 数 評価 を変 更 した回 答 者分 布 （2007と2008の比 較）
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指 数 評価 を変 更した 回答 者 分布 （20 0 7と200 8の比 較 ）
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l　　　　　　　　　　　　　　 指 数 評価 を変 更 した 回答 者 分布 （200 7 と2 008 の比 較）
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指 数 評価 を変更 した 回答 者 分布 （2 007 と20 08の 比 較）
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指 数 評 価を変更 した 回答 者 分 布 （2007と2008の 比較 ）
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指 数 評 価を変 更 した回答 者 分 布 （200 7と200 8の比 較 ）
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指数 評価 を変 更 した 回答 者分 布 （2007と2008の比 較）
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指数 評価 を変 更した 回答 者分 布 （2007と2008の比 較）
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指数 評価 を変 更した 回答 者 分布 （2007 と20 08 の比 較）
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指 数 評 価 を変 更 した 回答 者 分布 （2007と2008の比 較）
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指数 評 価 を変 更 した回答 者分 布 （2007と2008の 比較）
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指数 評価 を変更 した回 答 者 分布 （20 07 と200 8の 比 較）
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指 数 評価 を変 更 した回 答者 分 布（2007と2008の比較 ）
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指 数 評 価 を変 更 した回答 者 分布 （2 00 7と200 8の比 較 ）
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■ 整肩が進ん臣 究立ち上げの援助、能力に応じた給与など） た だ
⑤英語による組織 内の会議や講義などの実施 後退した ■ 進んだ
































































































































































































































（訪英拝による組織内の会議や講義などの実施 E 後乱 た ■ 進んだ
⑥ウンストップ・サ胃ビス（受け入れに係る事務作業等を一括して実施する体制） 整備が後退し l‡
I！
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腑 内　 究　講義　　　　 中に lき　 t　 くれる人がいない（既に
5．9（21
くヽl〇匹





































































































④海外と競争して世界トップクラスの研究者・教官を獲得するための体制整偉（研 整膚が後退し ■ 整■が進んCI
臣
























































































































































































































































⑤英語による組織内の会練や講義などの実施 後退した ■ 進んだ


















































































































































































































































































































お 名 前 §
（ふ りが な）　　　　　　　 性 1．男 性　 2．女 性
別
年 齢 1．29歳 以 下　　　　 2．30 歳 ～ 34歳　　 3．35 歳 ～ 39歳
（該 当す る番 号を 1 つ選 んで ○印 を付 4．4 0歳 ～ 4 4歳　　 5．4 5歳 ～ 4 9歳　　 6．5 0歳 ～ 54 歳
けてくだ さい。） 7．55歳 ～ 5 9歳　　 8．6 0歳 ～ 64 歳　　 9．6 5歳 以 上









所 属機 関 区分
（該 当する番 号を 1 つ 選ん で ○
印 を付 けてくだ さい。）
1．大 学　　 2．公 的 研 究 機 関　　 3．民 間企 業　　 4．その 他
部 署 名 §
役 職 名 §
住 所 T
電 話 番 号
FA X 番 号
E－m ailア ドレス ＊







（該 当す る番 号 を 1 つ 選 んで ○ 3．研 究 とマ ネー ジメントが 半 々
印を付 けてください。） 4．そ の他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
職 業 性 格 区 分
（該 当す る番 号 を全 て選 ん で ○
印を付 けてください。）
1．基 礎 研 究　　 2．応 用研 究　　 3．開 発 研 究　　 4．そ の他
職 位
1．「学 長 等 クラス」　　 （学長 ・副 学 長 、理 事 長 ・理 事 、社 長 ・役 員　 等 ）
2．「所 長 ・部 室 長 クラス 」 （研 究 所 長 、大 学 の 学 部 長 、
（該 当す る番 号・を 1 つ 選 んで ○ 部 ・室 ・グル ー プ 長 、大 学の 教 授 等 ）
印を付 けてください。） 3．「主 任 ・研 究 員 クラス」 （主 任 研 究 員 、大 学 の 准 教授 、研 究 チ ー ム内 の
サ ブ リー ダ ー 的存 在 、研 究 員 、助 教 、講 師
等 ）
専 門 分 野
（「最も当て はまる分野 」の番 号 を 1つ選
ん で括 弧 内 に記 入 してくだ さい 。また 、
最も 当ては まる分 野 （　 ）
他 に 当て は まる分 野 （　 ） （　 ） （　 ）
1，ライフサ イエンス　　　　 2． 情 報 通信　　　　 3．環 境
他 に 当て はまる分 野が ございましたら、 4．ナ ノテ クノロジー ・材 料　　　 5．エ ネル ギ 　ー　　 6．ものづ くり
3 つ まで記入 して 下さい。） 7．社 会 基盤　　　 8．フ ロンティア　　 9，そ の他 の 自然 科 学 系 分野






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































問 1． 海外に留学する日本人学生数や 日本人若手研 究者数の状況は如何でしょうか ？ 下記の3項 目について、
「A ．現状」と「B．2001 年頃と比べた状況の変化」をお答え下さい。ここでの「若手」とは年齢が 30 代半ば位ま
での研究者を指します。














間 2． 日本人の若手研究者 （ポストドクターを含む）が、海外の大学・研究機関にあまり就職・研究留学しないと
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富士ゼロックス（株）デバイス開発本部　マーキングプラットフォーム開発部　統括グループ
長
住を金昼王墓軽重会杜粗金埋経班究諷」鍵秘匿狙粗塗墜」堅塁班宏貞
旭化成ケミカルズ（株）合成ゴム技術開発部　主席研究員
鈴木　正敏
上原　康博
坦杢二重幸
北川　裕一
（株）リコー　研究開発本部　技師長漂仁義蒜雷若君讐書聖監禁濃「裏芸震芳賢覧諾妄二吾輩雷謡粁票㌔若二山尾　泰生
日立金属（株）先端エレクトロニクス研究所　主管研究員
＼トドト　∴　ト刷ギ用い　し、－∴　■11日二一；1事　　＿　　　　＿　　　　＿
（株）東芝研究開発センター　フロンティアリサーチラボラトリー　研究主幹
吉沢　克仁
吉田　栄吉
帯紆「直二
愛知県衛生研究所　所長
非常勤講師
西九州大学健康福祉学部健康栄養学科　教授
一週直し塑但掌班究匪一里∠旦直往掌理畢生と芝＝コ喧遡地遡堪塵遡彗里二二喜一±遡班彗星
大阪大学医学系研究科病態制御医学専攻　遺伝子治療学教室　助教
皆川　洋子
浅井　和美
安田．みどり
紀久子
青田　聖恵
名古屋市立大学医学部産婦人科　教授
関西医科大学附属滝井病院　放射線科　准教授・放射線部部長・放射線科部長
杉浦　真弓
播磨　洋子
リ泣．iトしド、－IlH事ド　一年炉・・・　　　　　　、
東京大学大学院医学系研究科人類遺伝学教室　助教
墓恕趣豊堕医学班翠製直次脳型掌謹直＿＿＿準整理
産直大豊裏革車重毯化窒謹摩剋重化学墾彗＿怒選一
順天堂大学医学部薬理学教室　准教授
森下　真荊子
宮寺　浩子
昼由一＿塞塑
高橋　秀依
呉林　なごみ墓裏屋腿吐旦＿墓室
（独）理化学研究所　発生再生科学総合研究センター　非対称細胞分裂研究グループ　研究員川口　綾乃
国立経理二理経里∠二空二二理経班究直一重壊廼霊夢：∃狙二室長
新潟大学理学部自然環境科学科環境生物学　准教授
青山学院大学法学部大学院ビジネス法務専攻　主任教授
北里大学薬学部製薬学科　教授
京都大学大学院生命科学研究科　統合生命科学専攻遺伝機構学講座　助教
東京大学大学院医学系研究科　疾患生命工学センター疾患生命科学部門　教授
元禰‾天章夫草陰房事扉完酷一顧薮疫
中外製薬（株）創薬工学本部合成技術研究部　プリンシパル　サイエンティスト
巨＿奉電信電話＿（株）NTTフォトニクス研究所　フォトニクスデバイス研究部　主任員
」堕し杜旦製但堕」坦壇堕麺麹巨選星＿＿＿…ー＿
1－．1いこド宰・二…丁目ドバド1二：－l・．仔胤山．周り・野　㌢・：i云　　　＿、圏腿＿＿＿＿＿
東北大学　電気通信研究所　ブロードバンド工学研究部門　教授
林　由起子
林　八寿子
菊池　純一
梅山　秀明
加納　純子
河西　春郎
立花　宏文
赤毛　勇
坂部　行雄
丞迭」し
′ト揖＿連生
中沢　正隆
畳±之444」謹上車麹全盛進塁密雲車⊥怒彗星
墓昼医魅掌麹塾生墾掌謹塵＿＿＿遡選⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
北準道本学⊥＿名草怒捏二避堪遡圃肇甥」＿ー＿＿＿＿
首都大学東京　学長
萱堕＿＿旦司
捏堕し＿澄子
JLを▼＿駅郎
西澤　潤一
（株）IHI　取締役
昼型本草本堂堕墾掌班塑型但掌専攻＿怒壁
基経ポ＿ー＿＿＿＿＿＿
大阪大学　総長
中川　幸也
丸岡＿＿啓二
星塾＿＿＿塑去
鷲田　清一
神戸大学　学長東京直画面有夫章一季夏一夏画天章一字詰
三車［］華麺∈：蚕豆重要謹車窓萱密室画彊二重密∈＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
国立がんセンター　総長
画室垂直二重巨直幸手蔓≡＝毎夏：＝＝＝：＝＝＝＝＝＝＝＝：＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝二二
（独）情報通信研究機構　理事長
東京大学生産技術研究所　所長官吏調‾‾‾
て療「痙花学扉完扉‾‾‾褥司両頭画房二二玉「チ二コ巧‾二
ダー
野上　智＿亘
虹垂旦
謹直＿」臣＿
埋注＿」墜＿
塵昼二誼雄
麺旦」堅塁
宣厘＿重夫
煎旦一重史
葦塵＿▼肩選＿
権藤　洋一
自然科学研究機構　岡崎総合バイオサイエンスセンター　教授
東海大学産業工学部　電子知能システム工学科　教授
嚢島＿一郎埋
井手口　健
丸担墓大草主筆墜亀堅塁掌Lj壇」＿＿＿＿＿＿＿工＿
三井化学（株）マテリアルサイエンス研究所　材料設計ユニット　チームリーダー
三斉窟扉1疎「蚕富画面顧頭「1両ー
松王電謹直星（株主4＿yコア技術開発センター　ストレージメディアグループ　主任技師
堂本＿jL
吉田　育紀
直夏二∃麺
秋山　哲也
265
（敬称略、順不同）
理
大阪市立大学　理事長・学長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金児　暁嗣
（独）理化学研究所　脳科学総合研究センター　黒田親和性社会行動研究ユニット　ユニット
リーダー
」狙L海運匪究圃登麹瑳二塁重畳＿
塵塵義塾塑掌二塾長－
国際医療福祉大学　薬学部　准教授
黒田　公美
迦匪＿＿遽壇」
萱草一極二郎
山田　治美
日本大学　総長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井　健
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